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「原
皓
Ａ
が
行

っ
た
稲
測
叫
じ
勝
…
？
」
原
惜
時
代
の
石
構

（黒
曜
石
）

を
使

っ
た
稲
測
叫
や
測
叫
取

っ
た
語
の
凍
わ
有

・
天
日
干
し
の
方
法
な
ど

を
体
験
し
孝
し
た
。

＝
め
だ
か
の
学
校

「び
沈
こ
～
ぷ
」
で
活
動
す
る
宮
小
●
年
生
＝
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里
作
を
暮
べ
る
社
会
に
　
　
　
一

加
美
町
農
業
委
員
会

会
長
　
兎
原

伸

一

厳
し
い
暑
さ
の
夏
が
終
わ
っ
て
、
実
り

の
秋
を
迎
え
、
全
国
の
水
稲
の
作
況
指
数
↓

（９
月
１５
日
現
在
）
は
、
１０２

の

「や
や

良
」
。
県
内
も
‐０５
と
な
り
、
３
年
連
続
の

「や
や
良
」
と
な
っ
た
。
豊
作
の
喜
び
の

前
に
今
後
の
生
産
調
整

へ
の
不
安
が
走

る
。生

産
調
整
は
、
農
家
の
経
営
安
定
に
は

不
可
欠
と
し
て
も
、
一
方
で
、
農
業
の
将
一一

来
に
対
す
る
意
欲
を
失
わ
せ
か
ね
な
い
。↓

そ
れ
は
同
時
に
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
一

農
業
利
水
秩
序
の
崩
壊
、
水
資
源
涵
養
林
一

の
荒
廃
な
ど
、
地
域
資
源
の
崩
壊
に
直
結
一一

す
る
。農
業
用
水
と
い
う
き
め
細
か
な
イ
↓

ン
フ
ラ
が
維
持
さ
れ
て
も
、
担
い
手
が
い
¨

な
け
れ
ば
元
も
子
も
な
い
。　
　
　
　
　
一

政
府
は
、
早
急
に
こ
れ
ら
地
域
資
源
を
一

丸
ご
と
保
全
す
る
方
向
に
政
策
転
換
し
、
↓

世
界
的
に
迫
り
来
る
食
料
不
足
に
備
え
一

る
べ
き
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

豊
作
を
素
直
に
喜
べ
る
社
会
で
あ
り
一

た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓



Ｈ
耕
作
旅
棄
地
（逓
体
農
地
▼
紳
紡
械
・新
産
に
州
”
諺
＝

農
業
委
員
会
で
は
、
優
良
農
地
の
確
保

と
食
料
自
給
率

の
向
上
に
向
け
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
と
解
消
、
意
欲
あ
る
農

業
者

へ
の
農
地
集
積

の
推
進
を
図
る
た
め

に
、
今
年
度
も
昨
年
と
同
様
に

「農
地
パ

ト

ロ
ー
ル

・
利
用
状
況
調
査
」
を
各
地
区

ご
と
に
実
施
し
ま
し
た
。

８
月
８
日
に
中
新
田
地
区
、
８
月
９
日
に

小
野
田
地
区
、
８
月

１。
日
に
宮
崎
地
区
を
パ

ト
ロ
ー
ル
し
、
新
た
な
耕
作
放
棄
地

（遊
休

農
地
）
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、
昨
年
ま
で

に
確
認
さ
れ
た
遊
休
農
地
が
適
正
に
管
理
さ

れ
、
ま
た
は
、
耕
作
を
再
開
し
て
い
な
い
か

等
を
調
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
耕
作
の
再
開
等
に
よ
り

２
．
５
紡

の
耕
作
放
棄
地
が
解
消
さ
れ
、
新
た
に
加
筋

の
耕
作
放
棄
地

（遊
休
農
地
）
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
わ
ず
か
な
減
少
は
見
ら
れ
ま
す
が
、

加
美
町
全
俸
で
は
２
５
１
め
の
耕
作
放
棄
地

（遊
休
農
地
）
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
新
た
な
耕
作
放
棄
地

（遊
休
農
地
）
が
毎
年
確
認
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
耕
作
放
棄
地

（遊
休
農
地
）
面
積
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
改
正
農
地
法
に
基

づ
く
耕
作
の
再
開
に
向
け
て
の
指
導
を
行
な

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

加
美
町
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会

・
各
関
係

機
関
等
と
協
力
し
、
解
消
対
策
を
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

科
作
旅
票
地
解
消
事
業

を
実
施

上
損
塚
地
区

・
口
＝
地
区

上
狼
塚
地
区
で
昨
年
に
引
続
き
農
地
継

承
円
滑
化
事
業
を
活
用
し
、
約
２
め
の
簡

易
な
固
場
整
備
を
行
い
、
隅
め
の
耕
作
放

棄
地

（遊
休
農
地
）
を
解
消
し
ま
し
た
。

ま
た
、
田
川
地
区
に
お
い
て
も
、
耕
作

放
棄
地
再
生
利
用
対
策
事
業
を
活
用
し
、

永
年
放
置
さ
れ
て
き
た

０
・
７
秒
の
耕
作
放

棄
地

（遊
休
農
地
）
を
解
消
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
委
員
会
で
は
耕
作

放
棄
地

（遊
休
農
地
）
を
で
き
る
だ
け
多

く
解
消
す
る
よ
う
に
、
地
域
の
実
情
に
あ

っ
た
事
業
を
取
り
入
れ
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
地
は
、

一
旦
荒
れ
て
し
ま
う
と
、
復
旧
に

多
大
な
労
力
と
費
用
を
要
し
ま
す
。
農
地
を
み

ん
な

で
守
り
活
か
す
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

業
廃
棄
物
不
法
投
棄
や
無
断
転
用
≧
辰
地
の
遊
¨

体
化
な
ど
監
視
調
査
活
動
を
行
い
、
年
泉
増
加
¨

傾
向
の
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
は
、
一
筆
ご
と
¨

に
３
段
階
に
分
け
て
調
査
し
ま
し
た
。　
　
　
¨

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
¨

員
ら
が
手
分
け
し
て
耕
作
放
棄
地
所
有
者
等
¨

へ
の
意
向
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
見
る
¨

と
、
農
業
者
の
高
齢
化

・
後
継
者
不
足
等
の
間
¨

題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
の
解
¨

消
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
農
地
の
一

有
効
利
用
、
優
良
農
地
の
確
保
、
食
料
自
給
率
¨

の
向
上
に
向
け
て
、
農
業
委
員
会

・
関
係
機
関
”

が

一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
”

一者
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
力
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加美町耕作放棄地 (遊休農地)面 積

地 区  名 箇所数 耕作放棄面積 (百)

中新田地区 2 3 7 1 8 9 , 3 5 0

小野田地区 110 2 ,  1 4 9 ,  8 2 9

宮崎地 区 180 1 7 5 ,  3 2 6

△
ロ 計 5 2 7 2 ,  5 1 4 ,  5 0 5

※ J 野ヽ田地区に国営やくらい山麓パイロット事業分含む

(ホールクロップサイレージ刈取りの様子)
耕作放棄地解消事業 田 川地区



東
北
・北
海
道

農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
甘

＝
福
鳥
市
鋪
嘱
で
開
催
Ｈ

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

８
月
３０
日
、
東
北

・
北
海
道
地
区
の
農
業
委
員
ら
１
９
０
０
人

が
集
ま
り
、
「東
日
本
大
震
災
か
ら
の
農
業
再
生
を
目
指
し
て
」

と
題
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
北

・
北
海
道
農
携
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
と
に
会
加
し
て

半

口Ｈ
　
　
守

（中
新
田
地
区
）

福
島
県
福
島
市
飯
坂
町
で
開
催
さ
れ

た
、
平
成
２４
年
度
東
北

・
北
海
道
農
業
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
記
念
講

演
の

『見
城
美
枝
子
氏
』
の
話
に
共
鳴
を

感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
核
家
族
現
象
に
な
っ
て
日
本

の
食
生
活
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

折
か
ら
の
健
康
ブ
ー
ム
に
習
い
、
食
生
活

が
細
く
な

っ
た
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ス
ー
パ
ー
で
の
買
物
を
見
る
と
そ
れ
は

益
々
感
じ
ら
れ
、
以
前
は
キ
ュ
ー
リ
を
１０

本
入
れ
て
販
売
し
て
い
た
も
の
が
、
最
近

で
は
３
本
入
り
で
も

「余
計
な
ん
だ
よ
ね

～
」
と
の
言
葉
が
聞
か
れ
る
し
、
ミ
ョ
ウ

ガ
も
同
じ
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

一
杯
入
れ
て

の
販
売
か
ら
３
個
入
リ
パ
ッ
ク
の
販
売

に
、
そ
れ
で
も
余
る
と
言
う
主
婦
が
い
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
農
家
と
し
て

は
、
生
産
物
を
販
売
す
る
の
に
、
今
ま
で

と
違
っ
た
こ
と
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い

〓
と
思
う
の
で
す
。

どセ  手 間 うれ 小 実 だ 研 もす の
こ ツ更 助 とす て 分 が と ぐの が 中 例
で 卜に け研 れ 販 け あ 言 作 で

｀
で え

畳 雪 :告 書 螢 暑 析 旨 示 香 3景 居 景
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宮
崎
地
区

澁
谷

幹
男

私
は
、

１５

年
間

と

い
う
長
き

に
亘

り
農
業
委
員

と
し

て
活
動
さ
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
が
、
農
業

の
政
策
が

あ
ま
り
に
も
目
ま
ぐ

る
し
く
変
わ

っ

て
き
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
農
業
委
員
会
は
、
予

算

の
減
額
等
も
あ
り
な
か
な
か
地
域

の
農
業
委
員
と
し
て
の
動
き
が
で
き

な
く
、
何
の
た
め
の
農
業
委
員
会

か
？
と
思
う
気
持
ち
で
す
。
許
可

案
件
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
密
着

型
の
農
業
委
員
活
動
が
あ

っ
て

も
良
い
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

自
分
も
農
家
で
、
稲
作
と
畜
産

で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
米
価
や
子

牛
価
格
の
下
落
、
資
材
等
の
高
騰

で
専
業
と
し
て
や

っ
て
い
く
の

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
各
地
で
、
知
恵

を
出
し
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
農
業

で
頑
張

っ
て
い
る
姿
を
見
る
と

“
自
分
も
…
”
と
思
い
ま
す
。

以
前
、

「地
域
農
業
発
展

の
た

め
に
人

・
農
地
プ
ラ
ン
を
作
る
」

と
い
う
研
修
会

に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
内
容
と
現
実
が
な
か
な

か
噛

み
合
わ
な

い
感
じ
が
し
ま

す
。
で
も
、
地
域
の
た
め
、
今
後

も
ま
す
ま
す
頑
張

っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

一

「葉
玉
ね
ぎ
」を
　
　
　
　
　
　
　
！

！一　
　
　
　
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
一

・！　
そ
ろ
そ
ろ
玉
ね
ぎ
の
定
植
の
時
期
に
な
一

一り
ま
す
が
、
首
の
準
備
は
い
か
が
で
す
か
？

一

卜　
ま
だ
、
一
冬
食
べ
る
く
ら
い
の
玉
ね
ぎ
が
中

一残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
「
月
・
１２
月
一

中に
な
る
と
、
一方
が
出
て
、
「ふ
に
ゃ
〓
ふ
に
宝

ｆ
こ
と
な
り
、
捨
て
て
し
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
一

ぃか
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一　
捨
て
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
一牙
が
出
中

十て
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ハ
ウ
ス
の
あ
る
一

一人
は
ハ
ウ
ス
の
片
隅
に
植
え
て
お
い
て
く
だ
一

一さ
い
（半
分
位
）。
残
り
は
畑
に
胆
え
て
お
よ

キて
、
春
先
に
追
肥
を
す
る
と
す
ぐ
に
大
き
く
ヤ

一な
り
、
卵
と
じ
や
野
菜
炒
め
、
葉
味
と
し
て
一

いと
て
も
重
宝
し
ま
す
よ
。　
　
　
　
　
　
　
ヽ

一　
発
砲
ス
テ
ロ
ー
ル
の
箱
に
並
べ
て
面
下
の
輩

一日
当
た
り
の
良
い
所
に
置
い
て
も
蔵
長
し
一

一ま
す
の
で
、
今
年
は
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
は
一

一い
か
が
で
す
か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

！！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
喜
子

一

“一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
章

|

ト

脱の側欄・縦・冊等柵

※は、(一時転用 3件 1 3 , 6 0 3百含む)

_  /r

登害うゃれこ町美うゃれの

畑 嘉 袋 |

声 /
額

策

委

員

委

員

長

一
係

　

寛

副
委
員
長
　
板

垣

文

一

板

垣

平

夫

青

砥

昭

義

伊
藤

登
喜
子

畠

山

明

美

(平成24年 4月 ～平成24年 9月 )

項 目 事  由 件  数 面積 百

農地として

利用するた

めの移動

(農地法第

3条許可)

所有権

移 転

売   買 5 4,209

贈  与 26,229

交  換

小  計 12 30,438

賃貸借権の設定 2 6,848

使用貸借権の設定

計 2 6,818

賃貸借の解約(農地法第18条 通知) 9 23,798

農地として

利用するた

めの移動

(農用地利用

集積計画)

利用権の設定(賃貸借) 144 1,381,842

利用権の設定(使用貸借) 13 145,213

所有権移転(売買) 8 39,830

所有権移転(交換)

計 165 1,566,885

農地の転用
(農地法第4口5条許可)

自己転用 2 330

権利移転を
伴う転用 ※  20,418

合  計 13 20,748


